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表彰者　（敬称略）
役員表彰

会員表彰

センターの役員として特に功績があった方々です。

会員として、センター事業の発展に寄与し、平成31年4月1日を基準に満80歳を迎えた方々です。

髙山　　操　（若宮）
  （理事５期１０年）
池田　和男　（海士有木）
        （理事２期４年）

齊藤　克己　（山古川）
      （理事２期４年）
小森　トヨ子　（白塚）
      （理事２期４年）

三澤　久男　（椎津）
会員特別表彰 会員として、センター事業の発展に寄与し、その業績が顕著であった方です。

　皆さんおめでとうございます‼

中山　伸子
仲村　貞夫
明慶　  聖
紺野　秋男

（西広）
（平田）
（辰巳台西）
（八幡）

（ちはら台東）
（南国分寺台）
（上高根）
（五井）

高木　鉄雄
中村　孝道
佐藤　  賢
坂口　  幸
 

石田　鐵之進
北嶋　卓二

（国分寺中央）
（今津朝山）

中野会長と表彰者の皆さん中野会長と表彰者の皆さん
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　本日は業務ご多忙の中、小出市長、遠山課長、内
田係長、安川担当職員にご臨席を頂き、加えまして
日頃より私どもに心温まるご指導ご支援を頂き、こ
の席をお借りして御礼を申し上げます。また、この
度は表彰者の皆様おめでとうございます。

　皆さん本日は雨の中ご苦労様です。今日は令和最
初の総会でございます。大いに盛り上がり活発な議
論を期待しております。

　さて近年日本の総人口は減少傾向にある中、後期高齢を含めて少子高齢化が顕著になっており
ます。その中にありまして、働き方改革、たとえば人生 100 年時代といわれ、私ども高齢者に期
待されるところであります。全国のシルバー事業を見てみますと受注件数、金額は前年度を上回っ
ております。一方、会員数は 714,000 人ということで減少しております。私どもの活動内容、決
算につきましては、議案書の中に詳しく述べておりますので、ここでは割愛いたします。

　今回、当センターの特記事項として 3点お話をさせて頂きたいと思います。
まず 1 点目ですが、各種会議を 16 回開催し、同時に襖、植木、太巻き寿司等の研修・講習会を
13 回開催いたしました。これは職員会員が一体となり組織運営が活性化されたものではないかと
考えております。あわせまして植木班の小中学校 3 校の植木ボランティアでは、おおいにその存
在感をしめし、地域社会へ貢献をいたしました。これこそシルバー人材センターの役割ではない
でしょうか。ちなみに、白金小学校では小出市長の視察をいただきました。

2 点目は当センター喫緊の課題として会員の拡大･定着化、特に女性会員の獲得であります。これ
は皆様方の協力が重要でございますので一緒になっておおいに会員を求めていきたいと思います。

3 番目は残念なことですが、平成 30 年度の事故発生件数が 23 件発生しております。これは前年
度比 40％も増加しております。組織を上げて強力に対策をするのはもちろん、私ども一人一人が、
作業前の安全確認、作業が終わった時のヒヤリ･ハットを確実に行い、災害ゼロを目指していきま
しょう。 

　終わりに、当センターを取り巻く環境は必ずしも楽観を許さず厳しいものであります。組織一
体となり、課題の開拓及び、地域社会への貢献を質とし、生涯現役世代の達成に向けて、今後も
取り組んで行きたいと思います。皆様方、ご理解とご支援をよろしくお願いいたします。 
　結びにあたりまして、ご出席の方々、また今なお市内各所で働いている会員の皆様の今後のご
健勝を祈念して私の挨拶といたします。

ありがとうございました。

令和元年度　定時総会会長挨拶
会長　中野 末郎
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　皆さん改めまして、おはようございます。
　ご紹介を賜わりました市長の小出でございます。

　令和元年度市原市シルバー人材センター定時総会
の開催にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。
ただいまは、役員表彰並びに会員表彰、会員特別表
彰と表彰の栄に浴されました皆様に対して心から敬
意とお喜びを申し上げます。
　会員表彰を受けられた皆様は 80 歳を超えてなお、

現役ということでございますので同慶の至りであります。本当におめでとうございました。
　中野会長をはじめ市原市シルバー人材センターの皆様におかれましては、日頃より市制の推進
にご理解とご協力を賜わっておりますことに、この場をおかりいたしまして、あらためて厚く御
礼申し上げます。
　また先程、会長からもご報告をいただきましたが、今年も学校の庭木の剪定ボランティアを実
施していただけるとお伺いをしており、地域貢献への積極的な取組みに対しまして、敬意を表す
るしだいでございます。
　さて、本市における高齢化率は年々進行しており、今年の 4 月 1 日時点では、約 28.6% と市民
のおよそ 4人にひとりが 65 歳以上の高齢者という状況でございます。高齢化は今後も急速に進行
し、団塊の世代が 75 歳以上となる 6 年後の 2025 年には、実に市民の 3 人にひとりが高齢者にな
ると推定されております。こうした中、シルバー人材センターには、高齢者の働く機会の確保を
通じ、生きがいづくりや、社会参加の促進、ひいては、地域社会の活性化につながる非常に大き
な役割を担っていただいておりますことに、心から感謝を申し上げるしだいでございます。
　市原市では、高齢者が自分らしくいきいきと活躍し、住み慣れた地域で安心して暮らせる、“支
え合いの町へ” を基本理念に掲げました、いちはら高齢者福祉共生プランを昨年３月に策定をい
たし、元気な高齢者が地域で活躍できる街づくりを進めているところでございます。
　シルバー人材センターの会員の皆様のように、豊富な知識や経験を有する高齢者が自らの知識
や経験を活かして、いつまでもいきいきと元気に働く姿は、次世代の手本となり明るい未来を描
く長寿社会の実現に結びつくものであります。
　皆様にはシルバー人材センターの活動を通じたさらなる地域の活性化とともに、一人一人の暮
らしや生きがい、地域をともに作っていく地域共生社会の実現に向け、引き続きのご理解とご協
力を賜わりますようよろしくお願いを申し上げます。
　結びに、本日の総会の開催にご尽力いただきました、関係各位に改めて感謝を申し上げますと
ともに、ご列席の皆様のご健勝とご多幸を心からご祈念を申し上げましてお祝いのご挨拶とさせ
ていただきます。本日は誠におめでとうございました。

ご来賓挨拶 市原市長　小出 譲治
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　長きに渡り懸案となっていたホームページがリニューアルしました‼
　今回は、定時総会の内容を掲載いたしました。会長や市長の挨拶に、センターに対する思いがひ
しひしと伝わってきます。役員、職員、会員、皆一丸となってより良いセンターにしていきましょう‼
　東京2020オリンピック、ボランティア募集や観覧抽選、聖火ランナー募集と一段と身近に感じら
れるようになってきました。千葉県で開催される競技も多数あり、盛り上がりを見せています。
　オリンピックの“ワクワク”“ドキドキ”そして“猛暑の心配”等々もさることながら、まずは今です‼
　今年の異常気象‼気温の乱高下もさることながら、お天気の急変や猛暑など…
　会員の皆さん、体調に十分気を付けて下さい。熱中症には厳重注意を‼

広報委員会　

　※夏の交通安全運動が令和元年7月10日(水)か
ら7月19日(金)までの10日間実施されます。
・行楽シーズンを目前に控えたこの時期に、県民
一人ひとりに交通ルールの遵守と正しい交通マ
ナーの実践を習慣付け、交通事故防止の徹底を
図ることを目的に実施します。
スローガン
～歩行者を 守る気づかい 思いやり～

※就業報告書は、作業終了後、速やかに事務局
へ提出してください。
　提出の際は、会員氏名、就業先名の記入漏れ
が無いよう確認してください。
　発注者様とのトラブルを避けるため、就業時
間や就業内容の確認をして頂き、
発注者様から確認印を頂くよう
お願いいたします。

編 集 後 記編 集 後 記

就業報告書の提出について
夏の交通安全運動の実施

　配分金支払日　

6月分

7月分

8月分

9月分

10月分

11月分

12月分

7月25日

8月26日

9月25日

10月25日

11月25日

12月25日

1月27日

（木）

（月）

（水）

（金）

（月）

（水）

（月）

　事業実施状況報告（５月末）　
平成30年度
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介
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介
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５
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で

▼ 毎月の配分金明細書は、配分金支払日前に届くよう
　 郵送していますのでご確認ください。
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